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要 旨

従来の障害史研究は文字史料に偏っており、非文字史料を活用し切れていないという反省に立ち、障害
史研究の展開における歴史図像学の援用をはかるべく、中世日本絵画史料の《融通念仏縁起絵》《遊行上人
縁起絵》《聖徳太子絵伝》にみる不具や癩の描写の変化をたどり、中世日本の信仰の世界にみる障害認識の
変容を明らかにすることを通して障害史研究に資することを試みた。

まず《遊行上人縁起絵》諸本〈甚目寺施行〉にみる不具や癩の図様ないし構図の対比をおこなった。不
具描写には躄跛や盲がみられたものの、いずれも乞食非人の輪の周縁に描かれており、乞食や不具の層の
内部に階層性が存在することが窺われた。続いて《聖徳太子絵伝》諸本の〈無遮会〉にみる不具・癩描写
の対比をおこなった。鎌倉時代以降の南都および真宗系諸本には癩描写がみられた他、南都系諸本には躄
や跛の描写もみられた。最後に《融通念仏縁起絵》諸本の〈念仏勧進開始〉にみる不具や癩描写の対比を
おこなった。祖本の影響が強く見られる甲系諸本よりも乙系諸本のほうが躄が早く描かれる傾向が窺われ
たものの、明徳版本ではさまざまな不具や癩の描写が同じ円座の下に描かれるようになる経緯が窺われた。
《遊行上人縁起絵》《聖徳太子絵伝》《融通念仏縁起絵》にみる不具や癩の描写は時代が下ると共に、階層
性が薄れていく様相が窺われ、穢れを始めとする中世日本にみる不具・癩に対する認識の収斂と分岐が平
行して生じていることが窺われた。一方、聾や瘖瘂に関する記述は文字史料には普通にみられるにも拘わ
らず、《融通念仏縁起絵》《遊行上人縁起絵》《聖徳太子絵伝》に聾や瘖瘂の図像を認めることはできず、不
具描写にみる顕性的ないし潜性的不具図像とでもいうべき特性の違いがみられた。

ABSTRACT

This note canvasses transitions of disabilities and/or lepers depicted in medieval manuscripts comprised 

three well-known pictures, “Yugyō  Shōnin Engi”, “Shō toku Taishi Eden”, and “Yūzū  Nembutsu Engi” in Japan to 

contribute to the historical iconography from the viewpoints of changes of social recognition for the disabilities 

and/or lepers. 

First, we compared design/layout of disabilities and/or lepers depicted in scenes of “Jimoku-Ji Segyō  （tr. 

Charity for the poor, beggars, disabilities, and lepers)” concluded in the “Yugyō  Shōnin Engi”, indicating only 

cripples and blind persons who were portrayed around a communal dining circle for beggars.  This arrangement 
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１　はじめに

身体障害者（＝不具）、知的障害者（＝癡）、精神
障害者（＝癲狂）やハンセン病患者（＝癩）を対象
とする近世以前の日本にみる障害史は、医学史や社
会福祉史に連関布置される形で展開がはかられてき
た（服部 1945、1955、1964、1971、1978、横井 1974、
河野 1987、桑原 2014）。しかし従来の障害史は文字
史料に依拠する傾向が強く、絵画史料を始めとする
非文字史料を十分に活用してきたとは言いがたい。
黒田（1986a）は従来の史学は絵画史料の実証性が十
分に評価されていないという反省の下に、絵画史料
と文字史料の整合的把握に基づく歴史図像学を提唱
した。

一方、仏教史や民俗学を始めとする各領域におい
ては、中世日本の仏教思想にみる穢れ認識や中世賤
民 （1） の様相が可視化され、障害史にも少なからぬ影
響を与えてきた（勝田 1992、吉岡 2012、阿部 2017、
舩田 2017、片岡 2017）。しかし中世日本の仏教思想
を窺い知る絵画史料を題材とし、［不具］ （2）という属
性が当時の社会からどのように認識され、どのよう
に可視化されてきたのかを通時的に考察した例は少
ない（石井 1997、細田 2002、加須屋 2012）。

ただ幸いなことに、院政時代（1068‒1221）、鎌倉
時代（1221‒1333）、南北朝時代（1333‒1392）、室町
時代（1392‒1573）、および織豊時代（1573‒1603）に

わたって、同じ宗教的題目の下に数多くの写本（絵
巻物、掛軸、屏風絵など）が制作された《融通念仏
縁起絵》 （2）、《遊行上人縁起絵》や《聖徳太子絵伝》
には、さまざまな［不具］が描かれていることが知
られている（河野 1987）。本稿は《遊行上人縁起絵》、

《聖徳太子絵伝》や《融通念仏縁起絵》の諸本にみる
［不具］描写を整理し、歴史図像学を視座とする害史
を構築するための予備的考察をおこなう。

２　《遊行上人縁起絵》

2．1　《遊行上人縁起絵》諸本の系譜
《遊行上人縁起絵》は前半の４巻を時宗の開祖・一

遍の伝、後半６巻を二祖・他阿の伝にあてた絵巻物
であり、祖本は14世紀初葉に成立したものと考えら
れている（宮 1968）。宮（1979）は20数本にわたる
現存諸本の図様や構図を対照し、甲系統、乙系統お
よび丙系統に分類した （3）。

しかし黒田（1986b：140）は「真光寺本は奥書に
元享３年（1323年）が記されているものの、画風や
図様より室町時代中後葉に制作された可能性が高い」
と述べている。一方、津田（2018）は諸本の詞書に
みる筆跡や内容の対照をおこない、「室町時代後葉

（15世紀後葉～16世紀前葉）に制作されたものとみな
されていた金蓮寺本は14世紀中葉（1350年代）に制
作されたものであり、甲系統に属する金蓮寺本、金
光寺本、東博本は共通の親本の下に14世紀中後葉に

strongly suggested visually a hierarchy in the class of beggars and disabilities.  Second, measuring scenes of 

“Mushae （tr. Charity）” in manuscripts of the “Shō toku Taishi Eden”, providing new knowledge that disabilities and 

lepers had become popular as a subject painted in the scenes in addition to the poor and beggars since the late 

middle ages.  Finally, observing scenes “Nembutsu Kanjin （tr. a mass in Buddhism）” concluded in the “Yūzū 
Nembutsu Engi”, uncovering a change that disabilities and lepers were equally arranged with un-disabled beggars 

in a communal dining circle in the latest manuscript, however, that the disabilities had painted prior to the lepers 

in early manuscripts.

The finding regarding the layout of the disabilities and lepers in the medieval pictures profoundly indicated 

reduction of the hierarchy in the poor, beggars, disabilities, and lepers with the times in the middle ages because 

of the changes, which comprised the convergence and divergence, of recognition for the disabilities and/or lepers.  
However, the deaf or deaf-mute was not observed in above mentioned pictures, suggesting an aporia that there 

were dominant icons for the disabilities such as the cripple or blind persons and recessive ones like the deaf or 

deaf-mute.
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制作された子本である可能性が高い」という見解を
呈した （4）。本稿では黒田（1986b）、中村（2017）、津
田（2018）が示した《遊行上人縁起絵》諸本の系譜
にしたがい考察を進める（表１）。

2．2　《遊行上人縁起絵》にみる〈甚目寺施行〉
《遊行上人縁起絵》の第３巻第１段〈甚目寺施行〉 （2）

は一遍が尾張国の甚目寺で施行をおこなったときの
様子を描いている。

金蓮寺本《遊行上人縁起絵》「第３巻第１段詞
書」尾張国甚目寺は推古天皇御蒼海の底より観
音の像を感得し奉て伽藍を建立す、霊験無双の
本尊也、爰聖請に応じて当寺にして七カ日の行
法を始行給ひけるに、供養力尽て寺僧等歎合け
れば、聖曰、志あらば何日なりとも留べし、衆
生の信心より感ずれば其志を受許也、されば仏
法の味を愛楽して禅三昧を食すといへり、若身
の為に衣食を事とせばまたく衆生利益の門にあ
るべからず、暫在家に立向は是随類応同の儀也、
ゆめゆめ歎給べからず、我と七日を満ずべしと
の給ける（黒田 1986b：144）。

〈甚目寺施行〉には施行にみる［一遍および側近］
［乞食僧の輪］［乞食非人の輪］［犬神人（＝癩）の
輪］が描かれており、中世賤民の階層関係が窺える
希有な絵画史料として夙に知られている（黒田 

1986b （5）、1986c、石村・田中 1997、砂川 2007）。こ
のような中世賤民にみる階層関係には中世日本社会
における穢れ意識が大きく係わっているという論攷
も数多くみられる（黒田 1986b：239、勝田 1992、阿
部 2017、舩田 2017、片岡 2017）。

2．3　〈甚目寺施行〉にみる［不具］描写
本稿では江戸時代初葉以前に描かれた現存諸本よ

り、甲系統 （3）の金蓮寺本、金光寺本、東博本、乙系
統 （3）の光明寺本、丙系統 （3）の真光寺本の５本を選択
した（表１）。各本〈甚目寺施行〉には、図様より容
易に判断し得る［不具］でもある［躄］や［盲］を
認めることができる（表２）。そこで各本〈甚目寺施
行〉にみる［躄］（図１）や［盲］（図２）の図様や
位置を比較した（図１）。

金蓮寺本は［乞食非人の輪］の左下に１人（図１
a）、金光寺本は［乞食非人の輪］の下に１人、右下
に２人（図１b）、東博本は［乞食非人の輪］の左下
に１人（図１c）描かれており、［躄］の構図に類似
性が認められる。しかし光明寺本は［乞食非人の輪］
の右下に１名（図１d）、真光寺本は［乞食非人の輪］
の左上のやや離れたところに１名（図１e）描かれて
おり、［乞食非人の輪］と［躄］の構図は金蓮寺本

（図１a）、金光寺本（図１b）、東博本（図１c）とは
かなり異なっている。

図１に示した７人の［躄］はいずれも両手に［躄
下駄］をはめ、膝には膝当てをあてて四つ這いになっ
ている様子が描かれており、これを［躄 A］とする。
図１ｂには膝に膝当てをあてていない［乞食］がみ
られるが、この人物が［躄］であるかどうかは判断
できない。光明寺本には長い棒を持った人物（図１

表１　《遊行上人縁起絵》諸本

諸本 所蔵 制作時期 型 備考

金蓮寺本 （16） 金蓮寺 南北朝時代（1350年代） 絵巻物

金光寺本 （17） 金光寺 南北朝時代中後葉 絵巻物

東博本 （18） 東京国立博物館 南北朝時代後葉？ 絵巻物

光明寺本 （19） 光明寺 織豊時代～江戸時代 絵巻物 古縁起本（14世紀中葉）の模本

真光寺本 （20） 真光寺 室町時代中葉？ 絵巻物

表２　《遊行上人縁起絵》〈甚目寺施行〉にみる属性

諸本 系 ［躄］ ［跛］ ［盲］［三人の輪］

金蓮寺本 甲 1 1 1

金光寺本 甲 3 1 1

東博本 甲 1 1 1

光明寺本 乙 1 1 ?

真光寺本 丙 1 1
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図１　《遊行上人縁起》諸本〈甚目寺施行〉にみる［躄］［跛］
［躄］［跛］は丸で囲み、［躄］［跛］の拡大像を右に示す。

（a）金蓮寺本

（b）金光寺本

（c）東博本

（d）光明寺本

（e）真光寺本
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